







踏まえて検討を進めてきた（山内 , 2007a, 2007b; Yamauchi & Rink, 2007; 
Rink & Yamauchi, 2007, 2008a, 2008b）。1）   2008年度からはMoodleによ
る学習活動および教材の管理を軸として、プレゼンテーションソフトや、
ブログや Google Documentsなどのオンライン･ツールを積極的に活用し、
授業内学習活動の充実と課外学習の促進を図っている（山内 , 20008b; 
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ば TOEIC対策クラスでは、初級クラスは 300点台から 500点台が混在し
ており、中上級クラスでは 400点台から 700点台の学生が混在するのが普
通であり、英語科教育法では 200点台から 600点台、コンピュータ・コミュ

















割強を占め（図 1）、半数の学生が 1回（1日）あたり 30分程度しか学習
－ 94 － － 95 －






第 1回（N=2,005） 第 4回（N=4,464）
家ではほとんど勉強しない 26.0% 39.5%




よそ 30 分」を合わせて 6割を占める。家で学習する習慣を持たないまま
入学する学生を想定したリメディアル教育の必要性は明らかである。
図 1　授業外学習時間 （N=14） 図 2 　授業外学習 1日あたりの所要時間
（N=14, Av. = 57.7分）
 
 
表 2　高校生の「家庭学習からの離脱」傾向（Benesse教育研究開発センター , 2008）


















英検 5級から英検 3級まで 依存型学習者
英検準 2級と英検 2級　　 自立型学習者






















































－ 100 － － 101 －
どのクイズに取り組んだか、またそれぞれのクイズがどの程度できたかを、
随時確認することができる（山内 , 2007b; Yamauchi & Rink, 2007; Rink 










































図 7  Moodleコース（クイズ主体）に対する満足度（2007年度後期学期末アンケートより）

















































































































ンプル資料ないし教材になりえる（Yamauchi & Rink, 2007; 山内 , 2007a, 
































































































































































































－ 116 － － 117 －
註 
1）     本研究は科研費（課題番号 19520533）の助成を受けたものである（平成 19-21年度、基盤研究（C）
「クラス内学力格差に対処するMoodleを利用した授業支援システムの開発」研究代表者（山
内））。
2）      本稿では学習活動の側面に焦点をあてるが、こうした様々なテクノロジーの利用は、eラー
ニング教材開発にかかる作業量の軽減にも大きな役割を果たす（山内 2008a, b）。
3）     ただし、「コンピュータ・コミュニケーション」は、2008年後期以降は開講されない。




5）     自律的な学習態度の養成を重視し始めたのは、この年に初めて担当した TOEIC初級クラスで
の学習行動の観察がきっかけであるが、学習者特性については今後さらに、観察と調査を重
ねる必要がある。
6）     大半の練習問題は、問題および選択肢がランダムに表示されるように設定してあり、2回目は
1回目と異なる配列の問題群に取り組むことになる。
7）     このような「個別指導」は筆者の担当クラスのような少人数クラスでは有効であるが、授業
時間内で十分に対応するには 20人程度が限界ではないかと思われる。
8）     大学レベルでの組織的な対応が必要になるが、入学前教育の一環として積極的に活用し、入
学後の学力格差の問題の解消に役立てることも可能である（小野 , 2008；川西他 , 2008； 清水・
谷口 , 2008）。











11）     GIFTはMoodleのクイズをテキストファイルにエクスポートするためのフォーマットである。
構造は比較的単純であり、テキストで作成した問題をMoodleにインポートすることもできる。
12）     Moodle上に載せたクイズのインポート・エクスポートはきわめて容易であり、Moodle利用
者同士のネットワークが広がれば、共有ないし共同作成を行うことは難しくはない。現時点





13）     ただし、現時点では、このブログを「携帯電話で」見たいという希望に沿うつもりはない。
携帯電話で全て用が足りるという思い込みから抜け出してほしいからだが、この思い込みが
どの程度強いものなのかについては調査の必要性を感じている。
14）     基礎ゼミやコンピュータ・コミュニケーションでは、Labels, Link Listなどの機能を利用し
て情報を管理したり、リサーチ・メモを残したり、画像と文章（日本語でもよい）に関連情




15）     コンピュータ・コミュニケーションでは、この後パワーポイントの内容に肉付けし（日本語可）、
引用や図表を適切に示しながら、レポートに仕上げる作業に入った。多くの学生はひどく苦
労し、残念ながら時間切れになってしまった者もいた。
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